


1

1

3

2

TABLE OF CONTENTS／目次

5

4

知っておいていただきたいこと........... 3
本書の見方.............................................. 4
イラスト目次.......................................... 6

1-1. 安全に使用するために
安全に使用するために ............. 12
警告音 ........................................ 18

1-2. 装備の使いかた
キー............................................ 19
電源のON/OFF ....................... 20
装備の使いかた......................... 22

1-3. 乗車・降車するときは
乗り降りの前に......................... 23
乗車するとき............................. 24
降車するとき............................. 25

1-4. 走行するときは
走行の前に................................. 26
走行中の注意............................. 38
前進のしかた............................. 41
後退のしかた............................. 42
停止のしかた............................. 43
駐車のしかた............................. 44
電磁ブレーキの
解除のしかた.......................... 45

1-5. 充電するときは
バッテリーの取扱い................. 46
バッテリーの取付け /
取外し...................................... 48
バッテリーの充電方法 ............. 51

1-6. こんなときは
走行練習するとき..................... 55
手押しで移動するとき ............. 57
お手入れするとき..................... 59
保管するとき............................. 60
運搬するとき............................. 61
廃棄するとき............................. 63
困ったときの対処..................... 64

1-7. 緊急事態を回避するときは
転倒したとき............................. 67
踏切で動けなくなったとき...... 68
横断歩道で動けなくなった
とき.......................................... 69

2-1. 点検について
点検の必要性............................. 72
点検項目..................................... 73

2-2. 使用前点検
使用前点検................................. 76
使用前点検の記録..................... 78

2-3. 1 年点検
1年点検..................................... 79
1 年点検の記録......................... 81

3. 仕様情報
寸法 ............................................ 84
諸元 ............................................ 85

五十音順さくいん

1 取扱説明

2 点検

3 仕様情報

4 さくいん



TABLE OF CONTENTS／目次2

5. 保証
保証について............................. 94
保証書 ........................................ 95
保証登録書...............................100

5 保証



3

知っておいていただきたいこと

車の仕様変更により本書の内容やイラストが一部異なる場合がございま
すがご了承ください。

本書の内容について
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本書の見方

お守りいただかないと、お客様自身と周囲の人々が死亡、ま
たは重大な傷害につながるおそれがあることを説明していま
す。

お守りいただかないと、モビリティや装備品の故障や破損に
つながるおそれがあることを説明しています。

操作・作業の手順を示しています。番号の順に従ってくださ
い。

押す・まわすなど、していただ
きたい操作を示しています。

フタが開くなど、操作後の作動
を示しています。

説明の対象となるもの・場所を
示しています。

“ してはいけません ”“ この
ようにしないでください”“こ
のようなことを起こさないで
ください”という意味です。

機能や操作方法の説明以外で知っておいていただきたい、
知っておくと便利なことを説明しています。

!

1 2 3
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■ ラベル

警告
（※1）移動用小型車標識は道路交通法により貼付が義務付けられています。絶
対に剥がさないでください。万が一剥がれた場合や破損した場合はお買い上げ
販売店または取り扱い販売店にご相談ください。

注意
●ラベルを剥がさないでください。
モビリティおよびバッテリーには、走行や取り扱いに関する注意事項が記載さ
れたラベルが貼られています。本書の内容と併せて参照してください。

（※1）
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安全に使用するために

モビリティ「COMOVE」は「移
動用小型車」であり、道路交通
法では歩行者と同様の扱いにな
ります。運転免許は必要ありま
せんが、交通ルールやマナーを
守り、安全な走行を心がけてく
ださい。
また、「移動用小型車」は自動車
損害賠償補償法の対象となりま
せん。交通事故時の対応のため、
お客様自身で別途保険会社へご
相談ください。

モビリティを使用する前に必ず
点検し、異常や破損がないか確
認してください。異常や破損が
ある場合はモビリティの使用を
中止し、お買い上げ販売店また
は取り扱い販売店にご相談くだ
さい。
点検方法については、P. 76 を
参照してください。

モビリティを安全にご使用いただくために、次のことをお守りく
ださい。

はじめに

使用前の点検
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安全上のご注意

警告!

▲本体やバッテリー、充電器に故障や異常があるときは使用しないでく
ださい。
感電、発火、ケガや事故の原因となることがあります。

▲充電コードやプラグに傷や変形があるときは使用しないでください。
感電、発火の原因となることがあります。

▲火気の近くに置かないでください。
熱による破損や故障の原因となります。

▲ハンドルに傘や杖をかけないでくだ
さい。
転倒や破損の原因となることがあり
ます。

▲このモビリティは 1 人乗りです。お
子さまと一緒に乗るなど、2 人以上
で乗車しないでください。
ケガや事故の原因となることがあり
ます。
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警告!

▲やむを得ない場合を除き、急ハンドル、急停止等の急な操作をしない
でください。
転倒や事故、破損、故障の原因となります。

▲犬などのペットを引いて走行しない
でください。また、リードを手に持っ
たり、モビリティにつないだりしな
いでください。
また、ペットをラゲージに入れたり、
抱きかかえたり、膝や足もとに乗せ
て走行しないでください。
ケガや事故の原因となることがあり
ます。

▲荷物のけん引をしないでください。
ケガや事故の原因となることがあり
ます。

▲モビリティは遊具ではありません。子
供※に運転させないでください。
ケガや事故の原因となることがあり
ます。
※：16才未満

▲モビリティを他の人に操作・運転させ
ないでください。
他の人に操作させるときは、十分な
説明や適切な指示が必要です。
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警告!

注意力と判断力がにぶり、思いがけない事故を引き起こすおそれが
あります。

▲乗員の体重と着衣および荷物の合計が100kg をこえる場合は、使用
しないでください。
バランスを崩して転倒しやすくなったり、モビリティが故障・破損
したりするおそれがあります。

▲身長が140cm 未満の方、または185cm をこえる方は、使用を控え
てくさい。
正しい運転姿勢がとれず、運転操作に支障が出ることがあります。

▲台風や洪水でモビリティが水につ
かった場合は、使用しないでくださ
い。
感電や発火のおそれがあります。電
源スイッチを操作せず、お買い上げ
販売店または取り扱い販売店にご相
談ください。

▲次のときは、モビリティを使用しない
でください。
･ 体調がすぐれないとき
･ 正しい運転姿勢が取れないような
けがをしているとき
･ 飲酒したとき
･ 眠気をもよおす薬を飲んだとき
･ 疲れを感じたとき
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植え込み型心臓ペースメーカー、植え込み型両心室ペーシングパルス
ジェネレーター及び植え込み型除細動器などの医療用電気機器を装着さ
れている方は、本製品およびその付属品（充電器を含む）が発する電磁
波により機器に影響を受ける可能性があります。ご使用に際して、心臓
ペースメーカーと製品の間に安全な距離を保つか、医師またはペース
メーカー製造元にご相談ください。

ご自身でモビリティを修理・改造しないでください。ご自身で修理・改
造された場合は、保証を得られなくなります。
使用者または介助者が扱うヒューズの交換はありません。修理・改造が
必要な場合は、お買い上げ販売店または取り扱い販売店にご相談くださ
い。

警告!

▲横断歩道では一時停止して安全を確認してください。

植込み型心臓ペースメーカーなどをご使用の方へ

警告!

▲充電時には充電器や充電コードに植込み部を近づけないでください。
充電器の動作が医療用電気機器に影響を与えるおそれがあります。

修理・改造について

▲歩行者用標識や信号を守ってくださ
い。
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警告!

▲ご自身で修理や改造をしないでくだ
さい。
安全性を低下させ、事故や故障の原
因になります。
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警告音

モビリティには下記の警告音が装備されています。
警告.... 重大な事故やけがに繋がる可能性があります。
注意.... 車両の不具合や劣化に繋がる可能性があります。

※通常使用時に警告音が鳴らない等の異常があれば販売店へお問い合わせください。

シーン 警告音 警告名 内容 対処

警告

ピー・
ピー

後退時
警告音

後退していることを
知らせるため、後退時
は断続的に警告音が
鳴ります。

周囲の安全を確認して走
行してください。後退中
は、警告音が消えません。

プププ・
プププ

急斜面
警告音

路面角度が3°以上と検
知した時、速度を自動
で減速します。また、5°
以上の斜度に対しては
警告音が鳴ります。

安全に注意して平地へ移
動してください。走行時、
5°以上の斜度を検知して
いる間は警告音が消えま
せん。

ピピピ
ピピ

車両異
常警告
音

車両の異常を検知す
ると警告音が鳴りま
す。

走行中の場合はハンドブ
レーキを使用して、周囲の
安全を確かめ、通行の妨げ
にならない場所にモビリ
ティを停止してください。
電源スイッチを OFF にす
ると警告音が消えます。
（→P. 20）

カンカ
ン

充電量
喚起音

バッテリーの充電残
量が30％以下になる
と警告音が鳴ります。

ただちに充電してくださ
い。

注意

ピロピ
ロピロ
ピロ・・・

車両放
置警告
音

電源ONの後、約2分
間操作がされなかっ
たとき、警告音が鳴り
ます。

アクセルレバー、バックボ
タンの操作、もしくは電源
を OFF にすると警告音が
消えます。

ブブー 誤操作
警告音

誤った操作（電磁ブ
レーキ解除レバーが
「手押し」の位置にあ
るときアクセルレ
バーを操作する等）を
検知すると警告音が
鳴ります。

誤操作が解消されると警
告音が消えます。
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1-2. 装備の使いかた

キー

電源キー
電源のON/OFF（→ P. 20）

バッテリーロックキー
バッテリーの脱着（→P. 48）

お客様へ次のキーをお渡しします。

1

2

注意

▲モビリティの盗難を防ぐために
キーはモビリティと別の場所で保管してください。
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電源のON/OFF

電源スイッチをONにする
電源キーを時計回りにキーが止ま
る位置まで回してください。
作動表示灯が緑色で点灯した後、
青、赤に変化し、現在のバッテリー
残量の色で点灯します。
約 3 秒後に起動音が鳴り、モビリ
ティが走行できるようになります。
アクセルレバー、またはバックボタ
ンを押した状態で電源を ON にし
ても走行出来ません。
電源 ON の後、約 2 分以内にアク
セルレバー、バックボタンまたはブ
レーキレバーの操作をしなかった
ときは警告音が鳴ります。（→P. 18）

電源スイッチをOFFにする
電源キーを反時計回りにキーが止
まる位置まで回してください。
作動表示灯が消灯したことを確認
してください。

■前照灯について
電源スイッチをON にしたとき、前照灯は常にON になります。

電源を入れる

電源を切る

知識
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■作動表示灯のバッテリー残量表示について
電源が ON のとき、作動表示灯の色でバッテリーの残量をお知らせし
ています。
青色の点灯：バッテリー残量が
約80～ 100％
緑色の点灯：バッテリー残量が
約50～ 80％
赤色の点灯：バッテリー残量が
約30～ 50％
赤色の点滅：ただちに充電してく
ださい



22 1-2. 装備の使いかた

装備の使いかた

ハンドルの操舵角度に応じて速度を自動減速する機能です。

路面角度が３°以上と検知した時、速度を自動で減速します（上り坂は
設定速度を維持）。また5°以上の斜度に対しては警告音が鳴ります。
（→P. 18）

モビリティのシート下には、荷
物置き場（ラゲージ）がありま
す。
積載限度を超えて使用しないでく
ださい。
･ 積載限度（荷物のみ）：20kg
※ 使用者と荷物の合計は100kgまで

市販のネットを利用する場合は、ラ
ゲージネット固定フックとバック
サポートの支柱にフックを固定し
てください。

※ ラゲージネットはオプション装備で
す。

旋回時速度抑制機能

急斜面検知機能

ラゲージ
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1-3. 乗車・降車するときは

乗り降りの前に

電磁ブレーキ解除レバーの位置
を確認する
レバーが下がっている（「走行時」
の位置）ことを確認します。
手押し時以外はレバーを「走行時」
の位置にしてください。

警告!

乗車前の確認

▲乗車、降車は電源OFF の状態で行っ
てください。

▲できるだけ平坦で安定した場所で乗
降してください。
傾斜地や不安定な場所で乗降する
と、意図せずモビリティが動き出し
たり、バランスを崩したりするおそ
れがあります。

▲約5°をこえる斜面では、より転倒し
やすくなるため、乗降しないでくだ
さい。

▲ブレーキレバーをしっかり握って乗
車してください。
このとき、アクセルレバーやバック
ボタンにふれないでください。モビ
リティが急に動くおそれがありま
す。

5°
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乗車するとき

ハンドル、およびブレーキレバー
をしっかり握り、ゆっくり座席に
座る
オプションのバックミラーを装着
している場合は、正しい姿勢で座
り、バックミラーを調整してくださ
い。

電源スイッチをON にする
電源キーを時計回りにキーが止ま
る位置まで回してください。
作動表示灯が緑色で点灯した後、
青、赤に変化し、現在のバッテリー
残量の色で点灯します。
約 3 秒後に起動音が鳴り、モビリ
ティが走行できるようになります。
アクセルレバー、またはバックボタ
ンを押した状態で電源を ON にし
ても走行出来ません。
電源 ON の後、約 2 分以内にアク
セルレバー、バックボタンまたはブ
レーキレバーの操作をしなかった
ときは警告音が鳴ります。

1

2
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1-3. 乗車・降車するときは

降車するとき

モビリティを完全に停止させる
電源スイッチをOFF にする
電源キーを反時計回りにキーが止
まる位置まで回し、作動表示灯が消
灯したことを確認してください。

1
2
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走行の前に

モビリティに乗車して正しい運転姿勢をとり、ハンドルを左右に操作し
て操作に支障がないか確認してください。また、アクセルレバーやブレー
キレバーが確実に操作できるか確認してください。運転操作に支障があ
る場合は、点検要領に沿って点検を実施してください。（→P. 73）

ステップに両足を乗せ、ハンド
ルの左右両側のグリップ中央を
しっかり握り、まっすぐ座って
ください。

走行する前に

正しい運転姿勢
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1

バッテリー残量が100％の時に走行できる距離は約12㎞です。お出か
けの際はバッテリー残量を確認し、帰宅できる走行距離を確認してくだ
さい。
※ 常温、使用者体重60kg、満充電のバッテリーで平坦な直線路を前進の最高速
度設定で連続走行し、バッテリーが放電停止するまでの距離を示します。使用
者の体重や路面状況により変化します。

■バッテリー残量の確認方法
電池残量表示ボタンを約1 秒押し続けると電池残量表示LED が約5 秒
間点灯し、残量の目安を確認できます。

■バッテリー残量の目安について
バッテリーの残量に応じて、電池残量表示 LED が次のように点灯しま
す。
青色の点灯：バッテリー残量が約
86%以上
緑色の点灯：バッテリー残量が約
66～ 86%
赤色の点灯：バッテリー残量が約
47～ 66%
赤色の点滅：バッテリー残量が約
47%以下

■バッテリーの種類
充電式リチウムイオンバッテリーを搭載しています。

■バッテリーの特徴
リチウムイオンバッテリーは、正しく使用していても月日が経つと徐々に
性能が低下していきます。新品時にくらべ、走行できる距離は徐々に短く
なっていきます。
また冬季など気温が低いときは、バッテリー残量が早く減る傾向があり
ますが、異常ではありません。使用後のバッテリーは満充電することを
推奨しています。

バッテリー残量と走行距離の確認

電池残量表示 LED

電池残量表示ボタン

知識
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■バッテリー交換時期の目安
バッテリーには寿命があります。寿命はモビリティの使い方、走行条件
により異なります。
同じような使い方をしていても、1 回の充電で走行できる距離が短く
なった場合（バッテリーが新品のときの半分程度）は、バッテリーの交
換が必要です。お買い上げ販売店または取り扱い販売店にご相談くださ
い。

ダイヤルをまわして最大速度を
設定します。
最大速度を上げる
最大速度を下げる
最大速度は最大で 6km/h、最小
で2km/h となります。

事前に、使用する交通機関や施設の事業者にモビリティの乗り入れ可否
を確認してください。また、電車などの乗り物に乗るときは、駅の係員
に声をかけて安全確認や脱輪予防をしてください。

携帯電話や無線通信機器などを使用するときは、安全な場所で停止し、電
源スイッチをOFF にしてください。

最大速度を設定する

1

2

交通機関や施設を利用するとき

携帯電話や通信機器を利用するとき
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1

道路や歩道などを走行するときは、次のことにご注意ください。

道路や歩道に関するご注意

警告!

▲歩道のない場所は右側通行してくだ
さい。

▲歩道が途切れたところや通行できな
い場合など、やむを得ず車道に出る
ときは、車や段差に注意してくださ
い。

▲混雑した場所や狭い場所では、特に周
囲の状況に注意し、周りとの接触や
衝突がないよう十分に速度を落とし
てください。また、モビリティでの
走行が難しい場合は、無理に走行を
続けず、モビリティから降りて押し
てください。

▲狭い場所や近くに人がいる場合は低
速で通行してください。

▲交通量の多い道路は避けてください。
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警告!

▲斜め横断しないでください。
渡りきるのに時間がかかり、他の交
通の妨げになることがあります。

▲長い横断歩道は、次の青信号まで待っ
てください。
青信号の途中で渡り始めると、渡り
切れない可能性があります。

▲横断歩道で動けなくなったときは自
力で脱出しようとせず、介助者や近
くの人に大声で助けを求めてくださ
い。
電磁ブレーキレバーを「手押し」位
置に上げ、手押しで移動してくださ
い。

▲駅のホームの端、柵のない側溝、路肩
付近を走行しないでください。

▲高圧線やテレビ塔などの強い電磁波
が発生するところの近くでは、走行
は避けてください。
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1
天候が悪い場合や路面状況が悪い場合はできるだけ走行を避けてくださ
い。

警告!

▲警告音が鳴り始めたら踏切や横断歩道に進入しないでください。
渡り切れない可能性があります。

天候や悪路に関するご注意

警告!

･ ぬれた鉄板の上などのすべりやすいところ
･ 転落防止用の柵がない側溝や路肩付近

▲大雨や強風、濃霧などの悪天候のとき
は、モビリティを使用しないでくだ
さい。また、夜間など暗い場所でも
使用しないでください。

▲次のような場所は走行せず、迂回する
かモビリティから降りて押してくだ
さい。
･ 砂利・落ち葉などが多い場所
･ 凍結・積雪しているところ
･ ぬかるみや深い泥などのあるとこ
ろ
･ 深い水たまりのあるところ
･ やわらかい砂地や草地

▲雪道、凍結路、氷点下では使用しない
でください。
車輪が滑り安全に走行できなくなり
ます。
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警告!

▲凹凸のある路面では、路面からの衝撃
でバランスを崩したり、ハンドルか
ら手が離れたりすることがありま
す。無理に走行せず、モビリティか
ら降りて押してください。

▲段差や溝を乗り越える場合には、前輪
タイヤを段差や溝に直角にしてくだ
さい。また、小さな段差や溝であっ
ても、ハンドルを両手でしっかりと
握ってください。

▲鋭角な段差や、5cm以上の段差を走
行しないでください。
転倒したり、モビリティが破損した
りするおそれがあります。大きな段
差を乗りこえるときは、モビリティ
から降りて持ち上げてください。（→
P. 61）

▲幅の広い溝（10cm 以上）は走行し
ないでください。
転倒したり、モビリティが破損した
り動けなくなるおそれがあります。

5cm
以上

10cm以上
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1

平坦路の走行にくらべてバランスを崩しやすくなるため、注意して走行
してください。

坂道や傾斜に関するご注意

警告!

▲傾斜面では上り下りとも、前進で真っすぐゆっくりと走行してくださ
い。

▲段差がある斜面は走行しないでください。
▲下り坂を長時間走行した場合、バッテリーの保護機能により、車両が
停止する場合があります。　停止した場合、直ちに走行を中断し、一
旦、アクセルをOFF にし、慎重に方向転換をし引き返してください。

▲10°をこえる坂道では、使用しない
でください。
転倒のおそれがあります。
走行中に急斜面に差しかかると、警
告音が鳴り、モビリティの速度に
よっては自動で減速することがあり
ます。その時は、ただちに引き返す
か、安全な速度で平坦路に移動して
ください。

▲5°をこえる斜面では、より転倒しや
すくなるため、乗降したり走行した
りしないでください。

▲傾斜面を斜め走行・蛇行運転や急旋回
したりしないでください。
バランスを崩し、転倒するおそれが
あります。

▲傾斜面を横断するときは身体を斜面
の山側（または上側）に傾けてバラ
ンスを取ってください。

10°

5°
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警告!

▲急な上り坂を走行した場合、バッテリーの温度保護機能により車両が
停止し、電源がOFFとなる場合があります。　電源スイッチを「OFF」
にしてください。しばらく放置後、再度「ON」にしてください。一
定温度まで下がると走行できます。

▲介助者が同行していても坂道で停止したままにしないでください。

▲下り斜面に差しかかる前に、十分に減
速してください。
減速しないまま下り斜面を走行する
と、速度調節が困難になるなど思わぬ
事故につながるおそれがあります。

▲下り坂では速度を落とし、安全に注意
して走行してください。

▲坂道で手押しをしたり、電磁ブレーキ
を解除したりしないでください。（→
P. 57）
電磁ブレーキがかからないため、思
わぬ事故のおそれがあります。

▲斜面をうしろ向きで下りないでくだ
さい。
上っていた斜面を途中で引き返して
下りる必要があるなどの場合は、
いったん停止し、最低速度に設定し
てゆっくりUターンして方向転換し
たあと、前向きでゆっくり走行して
ください。

▲斜面で停車しているときは、手動ブ
レーキを使用してください。
手動ブレーキを使用しないと、状況
によってはモビリティが意図せず動
き、思わぬ事故につながるおそれが
あります。
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1

踏切内で立ち往生する可能性があるため、踏切の横断はできるだけ避け
てください。やむを得ず踏切を渡る場合は、次のことにご注意ください。

踏切に関するご注意

警告!

踏切を渡り切れない可能性があります。
▲横断に時間のかかる踏切は迂回してください。
踏切を渡り切れない可能性があります。

▲踏切内で停止しないよう速やかに横断してください。
▲踏切に入る前にバッテリーの残量を確認してください。
作動表示灯（→P. 20）が赤色の場合は走行しないでください。
踏切を渡り切れない可能性があります。
踏切を渡る場合は電磁ブレーキを解除し、手押しで移動してくださ
い。（→ P. 45）

▲できるだけ介助者に同行してもらっ
てください。

▲踏切の手前で一時停止し、安全を確認
してください。

▲警報機が鳴り始めているときや、遮断
機が下り始めているときは、踏切内
に入らないでください。
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警告!

▲線路に対して直角に走行してくださ
い。
線路の溝にタイヤを取られないよう
に注意してください。

▲踏切の端を走行しないでください。
線路のすき間が大きく、タイヤが落
ち込みやすくなります。

▲動けなくなったときは、自力で脱出し
ようとせず、介助者や近くの人に大
声で助けを求めてください。
電磁ブレーキを解除し、手押しで移
動してください。（→P. 45）

▲万が一踏切内から脱出できない場合
には、介助者や近くの人に協力して
もらって踏切に設置してある非常停
止ボタンを押してください。
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1

次のことをお守りください。
● タイヤのひび割れや損傷、異常な摩耗がある場合は販売店へお問い
合わせください。

● タイヤにガソリン・有機溶剤・油類が付着したときは、すぐにふき
取ってください。

● タイヤはストーブなどの熱源の近くに置かないでください。

タイヤの取り扱いについて
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走行中の注意

他の歩行者や路面状況など、周囲の状況に常に注意を払い、安全に走行
できるよう心がけてください。

警告!

▲マフラーやコート等、車両に巻き込みが懸念される服装で乗車しな
いでください。

▲正しい姿勢で運転してください。
乗車中は体を前後左右に大きく傾け
たり、片手で運転したりしないでく
ださい。バランスを崩して転倒しや
すくなったり、モビリティが故障・
破損したりするおそれがあります。

▲走行中に手や足や身体を車体からは
み出さないでください。
車体と障害物の間に手や足や体を挟
んだり、他の歩行者と接触するおそ
れがあります。

▲走行中にステップに立ち上がらない
でください。
バランスを崩して転倒しやすくなっ
たり、モビリティが故障・破損した
りするおそれがあります。

▲手放しや片手運転、わき見運転をしな
いでください。
思わぬ事故の原因になります。
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1

警告!

▲走行中はできるだけ、最高速度の設定を変更しないでください。
▲走行中は 電源をOFF にしないでください。
急停止による転倒のおそれがあります。

周囲の状況などへの注意が不十分になり、思わぬ事故につながるお
それがあります。

▲走行中に携帯電話を使用しないでく
ださい。周囲の状況などへの注意が
不十分になり、大変危険です。
使用するときは安全な場所に停止し、
電源スイッチを OFF にしてくださ
い。

▲走行中にイヤフォンやヘッドフォン
を使用しないでください。

▲アクセルレバーやブレーキレバーに
ものをかけて走行しないでくださ
い。
急加速や急停止の原因になります。

▲ラゲージから荷物をはみ出させない
でください。
はみ出した荷物が接触したり、車輪
に巻き込まれて思わぬ事故のおそれ
があります。

▲人にぶつかったり、運転操作の支障に
なったりするような荷物を持って走
行しないでください。
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警告!

▲裾の長い服はタイヤに巻き込まれるおそれがあるため、着用しないで
ください。

▲方向転換する前に、十分減速してください。
モビリティの速度とハンドル切れ角によっては自動で減速する機能
が作動しますが、機能に頼ったり、安全を委ねる運転をしたりする
と思わぬ事故につながるおそれがあります。

▲発進時以外アクセルレバーまたは
バックボタンにふれないでくださ
い。
モビリティが意図せず動き出すおそ
れがあります。

▲エスカレーターや階段でモビリティ
を使用したり、運搬したりしないで
ください。
万一バランスを崩すとモビリティが
落下し、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。
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前進のしかた

周囲の安全を確認する
パーキングブレーキがかかっているときは、パーキングブレーキを解
除する（→P. 44）
左右両方のハンドルをしっかり
握り、親指でアクセルレバーを
ゆっくり下に押す
走り出す際は、必ず振り返って後方
を確認してください。
アクセルレバーをもどすとブレー
キがかかり、モビリティが停止しま
す。

方向転換するときは、体をまっすぐに保ったままハンドルを曲がりたい
方向に切ってください。
モビリティの速度とハンドルの切れ角によっては、方向転換時にモビリ
ティが自動で減速することがあります。

■自動減速機能
モビリティの速度とハンドル切れ角によっては自動で減速する機能が作
動します。また、坂道を下る際の速度によってはモビリティの速度を自
動で減速する機能が働きます。

1
2

3

警告!

▲方向転換する前に、十分減速してください。
モビリティの速度とハンドル切れ角によっては自動で減速する機能
が作動しますが、機能に頼ったり、安全を委ねる運転をしたりする
と思わぬ事故につながるおそれがあります。
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後退のしかた

周囲の安全を確認する
パーキングブレーキがかかっているときは、パーキングブレーキを解
除する（→P. 44）
左右両方のハンドルをしっかり
握り、親指でバックボタンを押す
モビリティが後退します。
バックボタンを離すとブレーキが
かかり、モビリティが停止します。

■後退時の警告音について
後退していることを知らせるため、後退時は断続的に警告音が鳴ります。

■後退時の速度について
前進時の最大速度にかかわらず、約1km/h で後退します。

1
2

3

警告!

▲後退するときは体をひねった姿勢となり、バランスを崩しやすくなる
ため、特に注意してください。

知識



43

1

取
扱
書

1-4. 走行するときは

停止のしかた

アクセルレバーまたはバックボタンをもどすとブレーキがかかり、モビ
リティが停止します。通常走行時は、アクセルレバーまたはバックボタ
ンをもどしてモビリティを減速・停止させてください。走行中の緊急時、
または停止中に必要に応じて手動ブレーキを使用してください。
■手動ブレーキ
ブレーキレバーを手前に引くと、
前輪のブレーキがかかります。

警告!

▲アクセルレバーまたはバックボタンをもどしてからモビリティが停
止するまでの距離は、走行条件によってかわります。余裕を持って停
止できるよう心がけてください。

▲走行中にブレーキレバーを強く引くとモビリティが急停止して前の
めりの姿勢になり、バランスを崩して転倒するおそれがあります。
急ブレーキにならないような走行を心がけてください。
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駐車のしかた

停止中に必要に応じてパーキングブレーキをかけて、モビリティを駐車
します。また、左右の電磁ブレーキ解除レバーが「走行時」（自動ブレー
キがかかっている状態）になっていることを確認します。
■パーキングブレーキ
ブレーキレバーを引いたまま
パーキングブレーキノブを押す
と、手動ブレーキをかけたままに
しておくことができます。駐車す
るときや、長時間停止するときに
使用してください。
解除するときは、ブレーキレ
バーをさらに手前に引いてくだ
さい。

警告!

▲斜面や段差のある場所など、安定していない場所にモビリティを駐車
しないでください。
モビリティが倒れたり、急に動きだしたりして思わぬ事故につながる
おそれがあります。



45

1

取
扱
書

1-4. 走行するときは

電磁ブレーキの解除のしかた

電磁ブレーキ解除レバーが「走行時」（下側）になっているときは、自動
ブレーキが効いており、モビリティを手動で動かすことはできません。
モビリティを手押しで動かす時
は、後輪横の電磁ブレーキ解除レ
バーを左右両方とも「手押し」側
に押し上げます。
電磁ブレーキ解除レバーを操作
する時は、パーキングブレーキを
かけてから操作してください。

●電磁ブレーキ解除レバーは左右同じ状態になるよう操作してください。

知識
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バッテリーの取扱い

警告!

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、感電したり、発熱・発火して火災になったり、バッテリー
が破裂したりするなど、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

■バッテリーについて

▲指定されたもの以外のバッテリーを使用したり、モビリティのバッテ
リーを他の機器で使用したりしないでください。

▲充電するときは、専用の充電器を使用してください。
▲火中に投入したり、加熱したりしないでください。
▲分解したり、改造したりしないでください。
▲釘などの先のとがったものを刺したり、衝撃を与えたりしないでくだ
さい。

▲落下させないでください。
▲端子部分に金属製のものを接触させないでください。
▲火気の近くや、高温になるところ、直射日光のあたるところで使用し
たり、充電したり、放置したりしないでください。

▲水を入れたり、水中に投入したりしないでください。
バッテリーが水につかった場合はただちに使用を中止し、お買い上げ
販売店または取り扱い販売店にご相談ください。

▲傷が付いた状態で使用しないでください。
傷が付いているときは、お買い上げ販売店または取り扱い販売店にご
相談ください。

▲液体の付着やもれがある場合は、絶対にさわらないでください。
電解液が目や皮膚にふれると失明や皮膚傷害のおそれがあり危険で
す。万一、目や皮膚に付着した場合はただちに多量の水で洗い流し、
早急に医師の診察を受けてください。

▲電解液がもれている場合は、近付かないでください。
万一バッテリーが破損しても、内部の構造により大量に電解液が流出
することはありませんが、流出すると蒸気を発生します。蒸気は目や
皮膚に刺激性があり、吸引すると急性中毒を起こすおそれがあり危険
です。
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警告!

■充電器について

▲分解したり、改造したりしないでください。
▲水でぬらしたり、衝撃を与えたりしないでください。
▲指定されたバッテリー以外を充電しないでください。
▲屋外で使用しないでください。
▲充電器にコードを巻き付けて保管しないでください。
▲水がかかる場所や湿気の多い場所、ほこりの多い場所で保管しないで
ください。

■電波がおよぼす影響について

植え込み型心臓ペースメーカー、植え込み型両心室ペーシングパルス
ジェネレーター及び植え込み型除細動器などの医療用電気機器を装着
されている方は、本製品およびその付属品（充電器を含む）が発する
電磁波により機器に影響を受ける可能性があります。ご使用に際して、
心臓ペースメーカーと製品の間に安全な距離を保つか、医師または
ペースメーカー製造元にご相談ください。

注意

▲バッテリーの故障を防ぐために
●電池残量表示LEDが赤色の状態になったら、バッテリーを放置せずに
満充電にしてから保管してください。放置したままにするとバッテ
リーが故障する原因になります。
また、1ヶ月以上使用しない場合は、バッテリーを車両からはずして、
満充電まで充電してから保管してください。使用していなくても 3ヶ
月に1回は、満充電まで充電してください。

●バッテリーを保管するときは、気温が約0～40℃、湿度が60%前後
の屋内で保管してください。

▲プラグや充電コネクターを抜くとき
プラグまたは充電コネクターを持って抜いてください。コードを引っ
張って抜くと、コードやプラグ・充電コネクターが破損するおそれが
あります。
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バッテリーの取付け /取外し

電源スイッチがONのときは、電
源スイッチをOFFにする
電源キーを反時計回りにキーが止
まる位置まで回し、作動表示灯が消
灯したことを確認してください。

バッテリーロックキーを挿入し、
反時計回りにまわす

キーを回した状態のままバッテ
リーを車両左側に倒すように傾
け、上方向に引き抜く

バッテリーを取りはずす
1

2

3
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モビリティ側の突起にバッテ
リー下部の窪みを合わせながら、
ゆっくりとバッテリーを挿し込
む
バッテリーの底面が見える程度傾
けて、下部のツメを合わせてくださ
い。傾きが浅いと位置が合わせにく
くなる場合があります。

バッテリーを挿入する
モビリティ側のガイドにバッテ
リー上部のツメを合わせ、バッテ
リーの上部を、“ カチッ”と音
がするまで押し込み、バッテリー
を固定する
バッテリーがうまくはまらない場
合は、ツメをガイドの少し手前側か
ら斜め奥に押し込むイメージでス
ライドさせてください。
取り付け後は、バッテリーが確実に
固定されているか確認してくださ
い。

バッテリーを取り付ける

窪み

突起

1

ガイド

ツメ

2



50 1-5. 充電するときは

警告!

▲モビリティのバッテリー取り付け部分がぬれていないことを確認してく
ださい。
ぬれているときは、乾いた布でふき取ってからバッテリーを取り付けて
ください。

▲取り付け後は、バッテリーをロックして、確実に固定されているか確
認してください。
また、確実に固定されていることを確認する前に電源スイッチをON
にしないでください。
確実に固定されていないと、走行中にバッテリーがはずれて落下し、
けがをするおそれがあります。

注意

バッテリーロックキーを差し込んだまま走行しないでください。
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バッテリーの充電方法

■充電時間の目安
バッテリーが空の状態から約4時間で満充電になります。
バッテリーの温度などの条件により、充電完了までに必要な時間はかわ
ります。

■充電に適した場所
非常に暑い場所または寒い場所では、正しく充電できないことがありま
す。次のような充電に適した場所で充電してください。
●屋内

●気温約0～45℃

●風通しのよいところ

●直射日光のあたらないところ

■充電器のプラグをコンセントに挿し込むとき
火花が発生することがありますが、異常ではありません。

■充電中の留意事項
●充電中は充電器とバッテリーが温かくなりますが、異常ではありません。

●テレビやラジオに雑音が入ることがあります。
その場合は、場所をかえて充電してください。

バッテリーの充電は、モビリティからバッテリーを取りはずし、
専用の充電器を使用して屋内で行ってください。
出荷時は、バッテリーの容量が少なくなっているため、モビリティ
を初めて使用するときや、1ヶ月以上使用していないときは、モ
ビリティからバッテリーを取りはずし、専用の充電器で満充電ま
で充電してください。
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警告!

■充電するとき

▲指定された充電器およびバッテリーを使用してください。
▲乳幼児の手の届く場所やペットがいる場所では、充電しないでください。
▲水がかかる場所や湿気の多い場所、ほこりの多い場所で充電しないで
ください。

▲平坦な安定している場所で充電してください。
机や台の上で充電する場合、充電器やバッテリーが落下しないように
注意してください。

▲バッテリーが倒れて衝撃を受けるおそれがあるため、充電中はできる
だけバッテリーを寝かせてください。

▲充電前に充電器のプラグ・充電コネクターやバッテリーのコネクター
に変形・破損・腐食がないか、ほこり等の異物が付着していないか確
認してください。
変形・破損・腐食がある場合は、充電しないでください。また、ほこ
り等の異物が付着している場合は、プラグや充電コネクターを接続す
る前にしっかりと取り除いてください。

▲ぬれた手で充電しないでください。また充電器やバッテリーに水分が
付着している場合は、乾いた布でふき取るなど、よく乾かしてから充
電してください。

▲充電コネクターをバッテリーに挿し込むときは、手や指を挟まないよ
うに注意してください。

▲充電コネクターの端子に金属製の鋭利なもの（針金など）でふれたり、
手でふれたり、異物でショートさせたりしないでください。

▲タコ足配線になっているなど、定められた容量をこえた配線器具を使
用して充電しないでください。

▲プラグはコンセントにいっぱいまで挿し込んでください。
▲充電器のコードを束ねたり巻いたりした状態で充電しないでください。
▲充電器・充電器のコード・バッテリーにつまずかないように注意して
ください。

▲充電中は、充電器とバッテリーを布などで覆わないでください。
▲充電中は、引火のおそれがあるものを近付けないでください。
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バッテリーを取りはずす
ACアダプターに電源コードを接
続する

電源コードのプラグをコンセン
トに挿し込む

バッテリーの充電コネクター差
し込み口のカバーをめくり、充電
器の充電コネクターをバッテ
リーのコネクターに接続する
自動で充電が開始します。

警告!

▲充電中に異音・異臭がしたり、煙が発生したりするなどの異常を感じ
たら、ただちにプラグをコンセントから抜いて充電を中止し、お買い
上げ販売店または取り扱い販売店にご相談ください。

充電する

1
2

3

4
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充電が開始したことを確認する
充電器のインジケーターが赤色に
点灯していることを確認してくだ
さい。

充電を終了する場合は、充電コネ
クターバッテリーから取りはず
す
充電コネクターを取りはずした後
は、差し込み口のカバーを元に戻し
てください。

電源コードのプラグをコンセントから取りはずす

■充電完了の確認方法

5

6

充電器のインジケーターが緑色に点灯
していることを確認してください。

7
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走行練習するとき

走行練習する際は、「1. 取扱説明」の記載内容をよくお読みいただき、正
しい取り扱い方法を十分ご理解の上、必ず介助者と一緒に行ってくださ
い。

初めて乗る際は、モビリティの取り扱いや走行に慣れるまで歩行者や障
害物のない広い平坦な場所で練習し、モビリティの操作方法を覚えてく
ださい。
練習する際は速度切替ダイヤルを最低速度に設定し、徐々に最大速度を
上げて速度に慣れてください。
電源を入れて、速度切替ダイヤル
を左端「2」部まで回す。
「2」は2km/h、「6」は6km/hです。

注意

●モビリティに乗車して正しい運転姿勢をとり、ハンドルを左右に操作
して操作に支障がないか確認してください。また、アクセルレバーや
ブレーキレバーが確実に操作できるか確認してください。
運転操作に支障がある場合は、モビリティの使用を控えてください。

●歩行者や障害物のない広い平坦な場所で練習し、モビリティの操作方
法を覚えてください。

●運転に慣れるまでは、公道を走行しないでください。

走行練習のしかた

1
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左右両方のハンドルをしっかり
握り、親指でアクセルレバーを
ゆっくり下に押す
アクセルレバーの押し加減で、速度
を調節することができます。また、
アクセルレバーをもどすとブレー
キがかかり、モビリティが停止しま
す。

旋回、緩い角度の傾斜地、段差の
乗り越えを試し、少しずつ速度を
上げて練習する

運転感覚が身についたら、介助者
と一緒に公道を走行する
初めて公道に出るときは、必ず介助
者と安全を確かめながら走行して
ください。

2

3

4



57

1

取
扱
書

1-6. こんなときは

手押しで移動するとき

モビリティを手押しで移動するときは、モビリティから降りて、以下の
方法で移動します。
介助をする場合でも、使用者は降車し、人が乗っていない状態で手押し
移動を行います。
モビリティを完全に停止させる（→ P. 43）
ブレーキレバーを握り、パーキングブレーキをかける
（→ P. 44）
左右の電磁ブレーキを解除する
（→ P. 45）

パーキングブレーキを解除する
ブレーキレバーをさらに手前に引
くとノブが上がり、パーキングブ
レーキが解除されます。

ハンドルを持ち、バックサポート
に手を当てて、モビリティを押し
て移動する

安全な場所に移動したら、モビリティを駐車する（→ P. 44）
駐車時は必ず左右の電磁ブレーキ解除レバーを「走行時」に戻し、自動ブ
レーキがかかった状態にします。

1
2

3

4

5

6
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警告!

▲坂道で手押しをしたり、電磁ブレーキ
を解除しないでください。
電磁ブレーキがかからないため、思
わぬ事故のおそれがあります。
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お手入れするとき

モビリティが汚れたときは、水またはぬるま湯を含ませた布を固くしぼ
り、汚れをふき取ってください。

注意

●お手入れをするときは、電源スイッチを切ってください。

●変色・しみ・塗装はがれの原因になるため、次のものは使用しないで
ください。
･ ベンジン・ガソリンなどの有機溶剤や酸性
またはアルカリ性の溶剤・染色剤・漂白剤
･ 洗剤やアルコール分を含んだもの
･ テープ等の粘着性のあるもの

●ワックスを使用しないでください。
運搬時に手がすべり、けがをするおそれがあります。

●ホースで水をかけて洗わないでくだ
さい。
電子部品を損傷するおそれがありま
す。
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保管するとき

● モビリティは、次のような場所で保管してください。
･ 平坦で安定しているところ
･ 風通しがよく、湿気が少ないところ
･ 屋根があり、雨つゆや直射日光が当たらないところ

● 1ヶ月以上使用しない場合は、バッテリーを車両からはずしてくださ
い。はずしたバッテリーは、満充電まで充電してから室内で保管して
ください。（→P. 51）

● 長期間保管した後に使用するときは、必ずバッテリーを満充電まで充
電してからご使用ください。（→P. 51）

通常の保管

長期の保管
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運搬するとき

「手押しで移動するとき」（→P. 57）の手順に従って押してください。

電源スイッチをOFF にして、次の安全に持ち上げられる箇所を持って運
んでください。

フロント側フレーム部分
アームサポートおよびバックサポートの上部

モビリティの押し方

警告!

▲降車した状態でアクセルを操作して移動させないでください。
転倒などのおそれがあります。

モビリティの持ち上げ方

1

2
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モビリティを運搬や輸送するために車両などに固縛するときは、フロ
ント側フレーム部分・アームサポートおよびバックサポートの上部を
使用して固縛してください。また、必ず電源スイッチを OFF にして
パーキングブレーキをかけ、左右の電磁ブレーキ解除レバーを「走行
時」（自動ブレーキがかかっている状態）にします。（→P. 44, 45）
傷が付くのを防ぐため、フロント側フレーム部分・アームサポートおよ
びバックサポートの上部に布などを巻いたり、保護材を置いたりするな
どして保護してください。
モビリティを固縛したあとは軽くゆさぶり、確実に固定されていること
を確認してください。

警告!

▲フロント側フレーム部分・アームサポートおよびバックサポートの上
部以外の箇所を持って持ち上げないでください。
モビリティが破損して落下し、思わぬ事故につながる原因になります。

▲持ち上げるときは荷物を降ろしてから行ってください。
持ち上げ中に荷物が落ち、思わぬ事故につながる原因となります。

モビリティの固縛

注意

●フロント側フレーム部分・アームサポートおよびバックサポートの上
部以外を使用して固縛しないでください。
モビリティが破損するおそれがあります。

●固縛に使用するひもやケーブル等を過度に締め付けすぎないでくださ
い。
モビリティの損傷につながるおそれがあります。

▲2 人以上で作業してください。
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廃棄するとき

環境保全および限りある資源を守るため、モビリティやバッテリーの廃
棄については、お買い上げ販売店または取り扱い販売店に従ってくださ
い。
■バッテリーの廃棄
バッテリーのほとんどの素材が
リサイクル可能です。使用済みの
バッテリーの廃棄については、お
買い上げ販売店または取り扱い
販売店にご相談ください。

C1609
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困ったときの対処

お困りの際は、次のことを確認してください。解決しない場合は、お買
い上げ販売店または取り扱い販売店にご相談ください。

走行前

症状 確認内容・対処方法

バッテリーが取り付けられ
ない

モビリティ側の突起にバッテリー下部の窪みを合
わせながら、ゆっくりとバッテリーを挿し込んでく
ださい。バッテリーの底面が見える程度傾けて、下
部のツメを合わせてください。傾きが浅いと位置が
合わせにくくなる場合があります。（→P. 49）

電源スイッチを ON しても
作動表示灯が点灯しない

電源スイッチを OFF にしてバッテリーを取りはず
し、バッテリーの電池残量表示ボタンを約１秒押し
続けてください。（→P. 27）
電池残量表示 LEDが赤色点灯している場合：
→バッテリーを充電してください。（→P. 51）
電池残量表示 LED が青色または緑色点灯している
場合：
→モビリティが故障しているおそれがあります。お
買い上げ販売店または取り扱い販売店にご相談
ください。

発進しない

パーキングブレーキがかかっていませんか？
→パーキングブレーキを解除してください。（→P. 44）
電磁ブレーキが「手押し」になっていませんか？
→左右の電磁ブレーキ解除レバーを「走行時」にし
てください。（→P. 45）
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走行中

症状 確認内容・対処方法

車両が停止（惰性停止）

モビリティの保護機能が働いた、または故障のおそ
れがあります。まず車両を降り、電磁ブレーキ解除
レバーを手押し側にし、安全な場所まで移動してく
ださい。その後、作動表示灯を確認してください。
･ 作動表示灯が消灯
→電源スイッチを OFF にしてバッテリーを取りはず
し、バッテリーの電池残量表示ボタンを約１秒押
し続けてください。

電池残量表示 LEDが赤色点灯している場合：
→バッテリーを充電してください。（→P. 51）
電池残量表示 LED が青色または緑色点灯している
場合：
→モビリティが故障しているおそれがあります。お
買い上げ販売店または取り扱い販売店にご相談
ください。

急斜面警告音が鳴っている 走行可能傾斜をこえているおそれがあります。安全
に注意して平地へ移動してください。（→P. 18）

平地でアクセルレバーを押
し込んでも、最高速まで達
しない

ハンドルをきっていませんか？
旋回時速度抑制機能が働いています。ハンドルを直
進にしても最高速度まで達しない場合は、お買い上
げ販売店または取り扱い販売店にご相談ください。

車両異常警告音が鳴ってい
る

ハンドブレーキを使用して、周囲の安全を確かめ、
通行の妨げにならない場所にモビリティを停止し
てください。（→P. 18）
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停止時

症状 確認内容・対処方法

電磁ブレーキがかからない 左右の電磁ブレーキ解除レバー両方を走行側にし
てください。（→P. 45）

手で押しても動かない

電磁ブレーキにより動きません。手押しで動かした
い時は、左右の電磁ブレーキ解除レバー両方を手押
し側にしてください。（→P. 45）
※斜面での電磁ブレーキ解除レバーの操作は、控え
てください。

パーキングブレーキがかかっていませんか？解除
してください。（→P. 44）

電源がOFFできない 電源キーを左に回してください。
（→P. 20）

バッテリーが外れない
バッテリーロックを解錠し、バッテリーを車両左側
に倒すように傾け、上方向に引き抜いてください。
（→P. 48）

充電できない

症状および確認内容 対処方法

充電器のプラグはコンセン
トにしっかり挿し込まれて
いますか？バッテリーと充
電器の接続は確実ですか？

いったん各接続部をはずし、しばらく（3 分ほど）
経ってから再度接続して充電してください。（→P. 53）

充電器のインジケーターは
赤色に点灯していますか？
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1-7. 緊急事態を回避するときは

転倒したとき

万一転倒してしまったときは、無理をせず、近くの人の助けを借りてモ
ビリティを起こしてください。モビリティを起こすときは、左右両方の
ハンドルを持ってモビリティを起こしてください。
破損や異常がある場合はモビリティの使用を中止し、お買い上げ販売店
または取り扱い販売店にご相談ください。
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踏切で動けなくなったとき

タイヤが線路のすきまにはまって動けなくなったときは、すぐに近くの
人を呼んでください。モビリティから降りて電磁ブレーキ解除レバーを
「手押し」の位置に切り替え、バックサポートを押して安全な場所へ移動
してください。
万一、踏切内から脱出できない場合は、踏切に備え付けてられている非
常ボタンを押してください。
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1-7. 緊急事態を回避するときは

横断歩道で動けなくなったとき

横断歩道で動けなくなったときは、すぐに近くの人を呼んでください。モ
ビリティから降りて電磁ブレーキ解除レバーを「手押し」の位置に切り
替え、バックサポートを押して安全な場所へ移動してください。
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点検の必要性

モビリティは多くの部品からなり、使用中に各部が摩耗したり、劣化し
たりします。
モビリティの点検には、毎日の使用前に実施する使用前点検と、購入か
ら1年ごとに実施する1年点検があります。
安全に、末永くモビリティを使用するため、点検を行い、その結果必要
となった整備や部品交換を実施してください。
点検で異常が見つかった際はお買い上げ販売店または取り扱い販売店に
連絡をお願いします。
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2-1. 点検について

点検項目

点検項目 判定基準 使用前
点検 1年点検

バッテリーの取り付け
状態

･ バッテリーを取り付けた状
態でがたつきがないこと
･ ロックがしっかりかかって
いること

〇 〇

バッテリーの取りはず
し

バッテリーを取りはずす際に、
引っかかりがないこと 〇 〇

ボデーパネルの状態 著しい傷や破損がないこと 〇 〇

タイヤの状態

･ 亀裂・損傷・異常な磨耗がな
いこと
･ タイヤ接地部の溝の深さが
0.5mm以上あること
0.5mm未満になる前に販売
店へお問い合わせください。

〇 〇

電磁ブレーキの作動
電磁ブレーキ解除レバーが左
右共に「走行時」状態のとき、
手押ししても動かないこと

〇 〇

電磁ブレーキ解除レ
バーの操作

･ 電磁ブレーキ解除レバーが
左右共に「手押し」状態のと
き、手押しして動くこと
･ 手押ししたとき、異音や引き
ずりがないこと

〇 〇

手動ブレーキの効き具
合

電磁ブレーキ解除レバーを左
右共に「手押し」の状態でモビ
リティを押したとき、手動ブ
レーキの効きが十分であるこ
と

〇 〇

ブレーキレバーの引き
残り代

電磁ブレーキ解除レバーを左
右共に「手押し」にして、ブレー
キレバーを引いてブレーキが
作動した状態（モビリティを押
しても動かない状態）で、ハン
ドルとブレーキレバーにすき
間があること

〇 〇



74 2-1. 点検について

パーキングブレーキの
作動

パーキングブレーキをかけ、ブ
レーキレバーが保持されるこ
と

〇 〇

アクセルレバーの状態

･ 引っかかりやもどり不良が
ないこと
･ アクセルの操作力が過大に
必要でないこと

〇 〇

モビリティの起動状態 作動表示灯が点灯し、起動音が
鳴ること 〇 〇

ハンドルの状態 がたつき・異音がないこと 〇 〇

速度切りかえダイヤル
の作動

ダイヤルを回し引っかかりが
ないこと 〇 〇

ブレーキオーバーライ
ドの作動

ブレーキレバーを引き、アクセ
ルレバーまたはバックボタン
を押したとき、モビリティが発
進しないこと

〇 〇

前照灯の作動 点灯すること 〇 〇

バックボタンの作動 警告音が鳴りながら後退し、離
すと停止すること 〇 〇

加速の状態
･ なめらかに加速すること
･ 走行時に突然止まらないこ
と

〇 〇

後輪（モーター）の状態 走行して異音がないこと 〇 〇

バッテリーの状態 外観の損傷・端子の変形・腐食・
電解液の漏れがないこと 〇 〇

パーキングブレーキの
効き具合

アスファルト路面（平地）にて、
電磁ブレーキ解除レバーを左右
共「手押し」にして、パーキン
グブレーキをかけたとき、モビ
リティを押し、タイヤがロック
すること

〇

点検項目 判定基準 使用前
点検 1年点検
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回生ブレーキの効き具
合

前進の最高速度に達するまで
走行し、アクセルレバーから手
を放したとき基準の範囲内で
モビリティが停止すること
基準値：1.5m（平坦舗装路に
て速度約 6km/h からの停止距
離）

〇

旋回速度抑制機能の作
動

最高値設定で、ハンドルをいっ
ぱいに切った状態でアクセル
レバーをいちばん奥まで操作
しその場を旋回したとき、最高
速にならないこと

〇

点検項目 判定基準 使用前
点検 1年点検
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使用前点検

安全にご使用いただくため、ご使用前に必ず実施してください。

■点検の準備・場所
● 人や交通のさまたげになる場所では、絶対に行わないでください。
周囲の安全を十分に確認しないと思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

● 傾斜した場所では行わないでください。モビリティが動きけがをす
るおそれがあります。

● パーキングブレーキをかけてから行ってください。パーキングブ
レーキがかけられていないとモビリティが動き思わぬ事故につなが
るおそれがあります。
走行の際は、パーキングブレーキを解除してください。

点検は点検項目に記載されている使用前点検を行い、使用前点検
記録（→P. 78）に結果を記入します。
点検の結果、調整などの整備が必要な場合は、お買い上げ販売店
または取り扱い販売店にご相談ください。

使用前点検時のご注意

安全のためにまず読んでください
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警告!

■ボデーパネルの状態

著しい傷や亀裂にさわるとけがをするおそれがあります。
ただちにお買い上げ販売店または取り扱い販売店にご相談ください。

■タイヤの状態

▲タイヤ付近に手を挟まれないように注意してください。
▲異常に摩耗したタイヤで走行するとスリップ事故など思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

■手動ブレーキの効き具合

周囲の状況に十分注意して、安全な場所で点検してください。

■ブレーキレバーの引き残り代

ブレーキワイヤーは消耗品です。ワイヤーの損傷や取り付けの緩みがあると、ブ
レーキの効き具合が悪くなって思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

■バックボタンの作動

周囲の状況に十分注意して、安全な場所で点検してください。

■加速の状態／後輪（モーター）の状態

▲周囲の状況に十分注意して、安全な場所で点検してください。
▲加速の状態が著しく悪い場合は、その状態で使用するとモビリティを
損傷させるおそれがあります。ただちにお買い上げ販売店または取り
扱い販売店にご相談ください。

注意

■モビリティの起動状態

異音がある場合は、ただちにお買い上げ販売店または取り扱い販売店にご相談く
ださい。その状態で使用するとモビリティを損傷させるおそれがあります。
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使用前点検の記録

実施者（お客様等）が、「使用前点検記録」に記入します。

使用前点検記録

このページはコピーしてご利用ください。

使用前点検項目

チェック記号

点検良好 レ

交換 ×

修理 △

実
施
日

年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日

バ
ッ
テ
リ
ー
の
取
り
付
け
状
態
／
取
り
は
ず
し

ボ
デ
ー
パ
ネ
ル
の
状
態

タ
イ
ヤ
の
状
態

電
磁
ブ
レ
ー
キ
の
作
動

電
磁
ブ
レ
ー
キ
解
除
レ
バ
ー
の
操
作

手
動
ブ
レ
ー
キ
の
効
き
具
合

ブ
レ
ー
キ
レ
バ
ー
の
引
き
残
り
代

パ
ー
キ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ
の
作
動

ア
ク
セ
ル
レ
バ
ー
の
状
態

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
起
動
状
態

ハ
ン
ド
ル
の
状
態

速
度
切
り
か
え
ダ
イ
ヤ
ル
の
作
動

ブ
レ
ー
キ
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
の
作
動

前
照
灯
の
作
動

バ
ッ
ク
ボ
タ
ン
の
作
動

加
速
の
状
態
／
後
輪（
モ
ー
タ
ー
）の
状
態

バ
ッ
テ
リ
ー
の
状
態
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2-3.1 年点検

1年点検

安全にご使用いただくため、1年ごとに必ず実施してください。

■点検の準備・場所
● 人や交通のさまたげになる場所では、絶対に行わないでください。
周囲の安全を十分に確認しないと思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

● 傾斜した場所では行わないでください。モビリティが動きけがをす
るおそれがあります。

● パーキングブレーキをかけてから行ってください。パーキングブ
レーキがかけられていないとモビリティが動き思わぬ事故につなが
るおそれがあります。
走行の際は、パーキングブレーキを解除してください。

点検は、使用前点検と、点検項目に記載されている1年点検を行
い、1年点検記録（→P. 81）に結果を記入します。
点検の結果、調整などの整備が必要な場合は、お買い上げ販売店
または取り扱い販売店にご相談ください。

1年点検時のご注意

安全のためにまず読んでください
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警告!

■手動ブレーキの効き具合

周囲の状況に十分注意して、安全な場所で点検してください。

■電磁ブレーキの効き具合

▲周囲の状況に十分注意して、安全な場所で点検してください。
▲ハンドルを直進状態にして、正しい運転姿勢で点検してください。

■旋回速度抑制機能の作動

▲周囲の状況に十分注意して、安全な場所で点検してください。
▲ハンドルをしっかり握り、正しい運転姿勢で点検してください。
バランスを崩し、転倒するおそれがあります。
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2-3.1 年点検

1年点検の記録

実施者（お客様または点検を実施したお買い上げ販売店または取
り扱い販売店）が、「1年点検記録」に記入します。

1年点検記録

このページはコピーしてご利用ください。

チェック記号

点検良好 レ 実施日 年　　月　　日

交換 ×

実施者氏名
修理 △

1年点検項目

バ
ッ
テ
リ
ー
の
取
り
付
け
状
態
／
取
り
は
ず
し

ボ
デ
ー
パ
ネ
ル
の
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タ
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の
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動

電
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ブ
レ
ー
キ
解
除
レ
バ
ー
の
操
作

手
動
ブ
レ
ー
キ
の
効
き
具
合

ブ
レ
ー
キ
レ
バ
ー
の
引
き
残
り
代

パ
ー
キ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ
の
作
動

ア
ク
セ
ル
レ
バ
ー
の
状
態

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
起
動
状
態

ハ
ン
ド
ル
の
状
態

速
度
切
り
か
え
ダ
イ
ヤ
ル
の
作
動

ブ
レ
ー
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オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
の
作
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前
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の
作
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寸法

装備品の装着などにより、法令で定める移動用小型車の最大寸法（全長
1200 ㎜、全幅 700 ㎜、全高 1200 ㎜）を超えた状態で公道を走行
する場合は、所轄の警察署へ申請をし、署長の確認が必要です。詳しく
は、お買い上げ販売店または取り扱い販売店にご相談ください。

知識

単位 : mm
全
高
: 9
3
0

全幅 :620 全長 :1160

205

870

1
0
0

3
9
5

1
1
0

320
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諸元

※1 JIS T9208:2016-11.1.1 の試験法による数値です。
※2 JIS T9208:2016-11.1.7 の試験法による数値です。

モビリティ

COMOVE
製造事業者の型式 CMV-020

サイズ
全長 1160mm
全幅 620mm
全高 930mm

重量（バッテリー含む） 45kg

駆動モータ DC24V　200W（後輪）×2個（30分定格出力）
DC24V　350W（後輪）×2個（最大出力）

タイヤ
前輪 2.50-6 4PR　ノーパンクタイヤ
後輪 2.50-6 4PR　ノーパンクタイヤ

駆動方式 後2輪直接駆動方式
制動
方式

前輪 手動内拡式ブレーキ
後輪 モータ発電制御＆電磁ブレーキ

操舵方式 ハンドルによる前輪操舵
制御方式 アクセルレバーによるマイコン無段階電子制御方式
シート構造 前後位置調整なし

シート
寸法

幅 320mm
奥行 205mm

最高速
度※1

前進 2 ～ 6km/h（無段階調整式）
後進 1km/h

実用登降坂角度 10°
連続走行距離※4 約 12km
最小回転半径 920mm
段差乗越高さ※2 50mm
溝乗越幅※3 100mm
適応気温 0℃～40℃
身長制限 140cm～ 185cm
年齢制限 16才以上

使用者最大体重
（積載物も含む）※5 100kg
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※3 JIS T9208:2016-11.1.8 の試験法による数値です。
※4 社内試験による数値です。
常温、使用者体重60kg、満充電のバッテリーで平坦な直線路を前進の最高速
度設定で連続走行し、バッテリーが放電停止するまでの距離を示します。使用
者の体重や路面状態により変化します。

※5 使用者の体重・着衣および荷物の合計です。

※6 バッテリーの温度などの条件により、充電完了までに必要な時間はかわりま
す。

バッテリー（1台あたり1個）

モデル（型式） TCRD020703HT

電圧 25.2V

定格容量 10.5Ah

サイズ

高さ 260mm

幅 Φ63±1mm

重量 1.4kg

USB出力 DC5V 1A(TYPE-A)

充電器（型式番号） CH0651-2942000D

充電時間※6 約 4 時間
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シート裏中央にあります。

JIS T 9208：2016 11.1.6 で定められた条件のもとでの数値です。

車台番号

静的安定性試験結果

項目 車輪ロックありの場合

後方安定性 20°

前方安定性 20°

側方安定性
左側 後輪ロック 15°

右側 後輪ロック 15°

最大角度は、規定値を上限とする。
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JIS T 9208：2016 11.1.14.1 で定められた条件のもとでの数値で
す。

動的安定性試験結果

評価項目
座位の状態

最も不安定な状態

前向き段差の乗り上げ時における後方の動的安全性（最大
段差高） 50mm

前向き段差の乗り上げ時における前方の動的安全性（最大
段差高） 50mm

斜め段差降り時における側方の動的安全性（最大段差高） 50mm

試験条件：転倒防止装置無し、縁石乗り上げ装置なし、使用者体重 100kg
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五十音順さくいん

アームサポート...........................6, 61
アクセルレバー................................... 8
悪路................................................... 31

1年点検時のご注意........................ 79
1年点検の記録................................ 81
インジケーター................................... 9

植込み型心臓ペースメーカー ........ 16
運転姿勢........................................... 26
運搬するとき ................................... 61

エスカレーター................................ 40

横断歩道で
動けなくなったときは ................. 69
押し方............................................... 61
お手入れするとき............................ 59

外観...................................................... 6
改造................................................... 16
階段................................................... 40

キー................................................... 19
急斜面警告音 ................................... 18

傾斜................................................... 33
携帯電話や通信機器を
利用するとき................................. 28

警告音................................................18

降車するとき....................................25
後退時警告音............................18, 42
後退時の速度....................................42
後退のしかた....................................42
交通機関や施設を利用するとき.....28
後輪（駆動輪）.....................................6
固縛 ...................................................62

最高速度............................................85
最小回転半径....................................85
サイズ........................................85, 86
最大速度............................................28
最大速度を設定する ........................28
坂道 ...................................................33
坂道や傾斜に関するご注意.............33
残量 ...................................................27

シート ..................................................6
施設を利用するとき ........................28
実用登坂角度....................................85
自動減速機能....................................41
車台番号............................................87
斜面速度抑制音................................18
充電完了の確認方法 ........................54
充電器.......................................... 9, 47
充電コネクター...................................9
充電時間....................................51, 86
充電する............................................53
充電するとき....................................52
充電に適した場所 ............................51
充電方法............................................51
修理 ...................................................16
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重量................................................... 85
手動ブレーキ（緊急ブレーキ）...... 43
乗車するとき ................................... 24
乗車前の確認 ................................... 23
使用前点検時のご注意.................... 76
使用前点検の記録............................ 78
使用前の点検 ................................... 12
諸元................................................... 85
身長制限........................................... 85

ステップ.............................................. 6
寸法................................................... 84

静的安定性試験結果........................ 87
積載限度........................................... 22
全高................................................... 85
前照灯..........................................6, 20
前進のしかた ................................... 41
全長................................................... 85
全幅................................................... 85
前輪（操舵輪）..................................... 6

走行距離........................................... 27
走行中の注意 ................................... 38
走行の前に ....................................... 26
走行練習するとき............................ 55
装備................................................... 22
速度................................................... 28
速度切りかえダイヤル....................... 8

体重制限............................................85
正しい運転姿勢................................26
段差 ...................................................32
段差上限............................................85

駐車のしかた....................................44

通信機器を利用するとき.................28

停止のしかた....................................43
手押し................................................45
手押しで移動するとき.....................57
適応気温............................................85
点検記録（使用前点検）...................78
点検記録（1年点検）......................81
点検項目............................................73
電源スイッチ.............................. 7, 20
電源のON/OFF ..............................20
点検の準備・場所（使用前）...........76
点検の準備・場所（1年点検）.......79
点検の必要性....................................72
電源を入れる....................................20
電源を切る........................................20
天候 ...................................................31
天候や悪路に関するご注意.............31
電磁ブレーキ解除レバー....................7
電磁ブレーキの解除のしかた.........45
電池残量表示 LED..................... 9, 27
転倒したときは................................67
電波がおよぼす影響 ........................47
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動的安定性試験結果........................ 88
盗難................................................... 19
道路や歩道に関するご注意 ............ 29

パーキングブレーキ........................ 44
パーキングブレーキノブ................... 8
廃棄................................................... 63
廃棄するとき ................................... 63
バックサポート................................... 6
バックボタン ...................................... 8
バッテリー .....................7, 9, 48, 86
バッテリー側充電コネクター ........... 9
バッテリー交換................................ 28
バッテリー残量................................ 27
バッテリー残量の確認.................... 27
バッテリー残量の目安.................... 27
バッテリーの故障............................ 47
バッテリーの充電方法.................... 51
バッテリーの種類............................ 27
バッテリーの特徴............................ 27
バッテリーの取扱い........................ 46
バッテリーの取付け / 取外し........ 48
バッテリーの廃棄............................ 63
反射板.................................................. 7
ハンドル.............................................. 7
ハンドル部 .....................................7, 8

ヒューズ........................................... 16

踏切 ...................................................35
踏切で動けなくなったときは.........68
踏切に関するご注意 ........................35
プラグ...................................................9
ブレーキレバー.......................... 8, 43

ペースメーカー................................16

保管するとき....................................60
歩道に関するご注意 ........................29

溝 .......................................................32

持ち上げ方........................................61
モビリティの押し方 ........................61
モビリティの固縛 ............................62
モビリティの持ち上げ方.................61

ラゲージ...................................... 6, 22
ラゲージネット固定フック....... 7, 22
ラベル................................................10

リサイクル........................................63

連続走行距離....................................85

路面状況が悪い場合 ........................31
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保証について..............................94
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保証登録書 ..............................100
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保証について

お買い上げいただきました製品は、豊田鉄工株式会社の厳しい品質管理
のもとで製造されたものですが、万一、材料上あるいは製造上の不具合
がありました場合には、保証書に示す条件にしたがって無料で修理させ
ていただきます。
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保証の内容
この保証は、保証登録書に記載されたお客様に対して、豊
田鉄工株式会社（以下豊田鉄工といいます）の出荷時のモ
ビリティに組付けられている部品に、材料上または製造上
の不具合が発生した場合に、保証書に示す期間と条件に
従って、これを無料修理すること（以下、この無料修理を
保証修理といいます）をお約束するものです。
保証修理は、部品の交換あるいは補修により行います。
なお、この際に取り外した不具合部品は、豊田鉄工の所有
となります。

保証修理の受け方
保証修理をお受けになる場合は、本書（保証登録書を含む）
をご提示のうえお買い上げ販売店または取り扱い販売店に
保証修理をお申しつけください。
本書（保証登録書を含む）をご提示されない時は、保証修
理をお受けいたしかねます。

保証の対象と期間
保証対象 保証期間

下記を除く全部品
● 消耗部品および油脂類
● タイヤ
● ブレーキワイヤー
● ブレーキシュー
● 豊田鉄工の出荷後、豊田鉄工以外の者
が装着・架装した部品・架装物

お買い上げ日から1年間

1

2

3

保 証 書
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お客様にお守りいただく事項
お客様のモビリティが、本書にしたがった正しい使用・管
理がなされている場合に、保証いたします。
守られていない場合は、保証修理をお断りすることがあり
ますので、ご承知おきください。

保証しない事項
（1）以下の現象等、不具合と認められないものは保証修理

いたしません。
通常の使用損耗あるいは経年変化により発生する
現象。

製品の機能に影響がないことが一般に認められて
いる現象等。（音、振動、操作フィーリング等）

（2）以下の不具合は外的要因によるものであり、材料上ま
たは製造上の不具合ではないため、保証修理いたしま
せん。
飛石、酸性雨、塩害、鳥糞、薬品、鉄粉、煤煙、
降灰等の外部要因に起因する不具合。
地震、台風、水害等の天災ならびに火災、事故に
起因する不具合。

（3）以下の不具合は、正しい使用・管理等がなされていな
いことに起因するものであるため保証修理いたしませ
ん。
通常の注意で発見・処置できたにもかかわらず、
放置したことにより拡大した不具合。
保守もしくは整備上の不備または間違いに起因す
る不具合。

4

5

1

（                ）消耗部品・油脂類の消耗・劣化等。
樹脂部品、塗装面の自然退色・劣化

2

1

2

1

2
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ご使用の過程で発生したボデーおよび内外装部品
の傷・凹み等の不具合。
豊田鉄工の出荷後に、豊田鉄工以外の者が装着・
架装した部品・架装物（保証修理時に交換部品と
して新たに装着された部品を除く）、および豊田鉄
工以外の者による補修（保証修理としてなされた
補修を除く）・改造に起因する不具合。
適切な豊田鉄工純正の消耗部品・定期交換部品あ
るいは豊田鉄工が指定する油脂類以外の使用に起
因する不具合。
本書に示す取り扱い方法と異なる使用、不適切な
保管、仕様の限度を超える過酷な使用に起因する
不具合。

（4）保証修理以外に豊田鉄工が保証書に基づいて費用（例
えば次のような費用）を負担することはいたしませ
ん。
消耗部品および油脂類の交換・補充費用。
モビリティを使用できなかったことによる不便さ
および損失等。
お買い上げ販売店および取り扱い販売店以外での
修理費用。

（5）バッテリーに関して、次に示すものは保証修理いたし
ません。
バッテリーの容量低下。（航続可能距離の減少）

（6）保証登録書のお買い上げ日、お客様名、販売店名が確
認できない場合は保証修理いたしません。

（7）前記  に示す保証期間を満了したとき、または日本
国外に持ち出された場合は保証修理いたしません。

3

4

5

6

1

2

3

3
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保証登録書の再発行
保証登録書は再発行いたしませんので紛失しないように大
切に保管してください。

その他
この保証は、保証書に明示した保証期間・条件のもとに無
料修理をお約束するものです。したがって保証期間経過後
にお申し出のあった不具合修理は原則として有料です。た
だしその不具合が使用損耗あるいは経年変化によるもので
はなく、その全部または一部が供給者側の責任に起因する
場合は、責任の度合に応じ、適正な費用負担で修理いたし
ますので製造事業者にご相談ください。

6

7
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